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牧野長商底木材商・H ・H ・....・H ・-…....・H ・..， 6861rr ~ ~ -:n-7Fi;"u. 'ØC'~ R wu "'I""'~ 2IiC.'fp. R _I~ _o____.. UH  r 
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。電話番競簿の調製配布に就てく〉

!電話番競簿蛮行締切期日!~_-:J .f:..ιl住i必.......日
は日曜日に営bますので_. 吋瓦者母御

便宜を考慮し四月二且を以1.. ~ -. :'l致
しました。

l浅草局加入者根岸鼠へ崎両)'JrEf~. l$ I洩草

匝域よ b根岸凪誠へ切替Pれたる電話の
加入者名、電話機架設場所等の異動は本

.額締切日四月ご臼以後のもので草原稿作

成上五月一日までのものは便宜本鯨に採

録致しまし芹。.

|加入匿域rmi正|l本年四月一日よ b嘗局
特別力u~域は杢部普通加入直域に編入
せられま'L.~o 従つτ特別加入区域に於
吋る附加使用料誼に電話線接績科は撤藤

せられ正夫直域外加入者はそれ丈差引か

れ負強が軽減せられる乙とにな bまし
?と白

~ I電話番号建配布|

(1) 新聞1]の番競衝を御受取にな bました

節は落頁、誤綴等一際内容を御覧下3
い。高一印刷製本上不良の箇所を御接

旦の場合は御手戴乍ら官局加犬糠へ御

込什下~tp直もに御引換致します、(御

還付凡際「遁宇奪蒋Jと御記λあらば
切手貼付にFばま
(2) 電話機架設場}葺餐ι 今控密集設

場所よ b其の番競簿を引上ぜわ，LEf御
主主付する乙とにしてゐます。穂司って若

し奮架設場所tとて番競簿紛失等り12.(6

引上が出来ないと3は御詮何致し乗ね
ますから御気の毒な泊まら御買求下さい

嘗局加入課rc於て買捌いてゐ立す。
(3) 郵便局から折角配達に奉へbまして
も持民・o乙とがあ bますから門標の掲
出を特it御注，意下3い。
(4) 通話休止其の他電話機取外中の場合

は香蹴簿の主主付を一時見合はせ再取付

の際直ちに御詮付致します。

<>電話番競簿に就て加入者へ<>

|古い番臓を使用せぬ己叶 新らしい番

競簿が届3まし売ら、古い番競簿は御使
用にならない様に願以ます。

|追加番競簿は先に見ること|遁加番競簿

が出来たをきは、先づそれから見る乙と
tζ して下~い。

|架設場所愛更のときi前架設場所
から電話番競簿が引揚げられますれば、

移轄後間もなく郵便に宅モの番競簿を冶

塗 b致むます。又其の使用者が紛失等せ
られまLた節には新たに番銃簿の御買求
を願以ます。若し長〈香披簿が妻ゐbま
せん場合同位獅手数でも加入課へ電話又

は書面にて御通知を願ヒλます。

移轄の場合同じ電話を引績~1ì1l使用にな
あ場合は番銃簿は御忘れなく新架設場所

へ御持ち下草い。

|四月三日以後の名義饗更|
場所饗更は掲載なし 此番競簿は

九年四月二日現在の加入者を調査して掲

載したのであbますから、三日以後に名
義又は架設場所の襲更をな3った加入者
は掲載してゐ bません。

|番競簿の誤謬訂正|l編纂校正に
就い℃は出来る丈け誤謬のない様に注意-

は致しましたが、高々ー誤植其他製本上

手遣を御費見の場合は訂正の都合があb
ますから、成るべく早〈書面又は電話に

て嘗局加入課(電話丸ノ内23-0421番{め)

へ御市出を願ひます。直にあ引換致しま

すの

|他人名 義 の電話使用| 之の場舎に

はその加入者名を喬銑簿&t掲載致しまし

τも殆んど其の用をなしませλから、可
成掲載省略の請求をせらる Lか又は他人

名義掲載を請求せられまして賞際使用者

の名義が掲載せられます様切に希望致し

ます。

， 



東
京
電
話
交
挟
加
入
匝
域
略
国

，
 
，
 
，
 
，
 
，
 
，
 ，
 ，
 

d
 

，
 ，
 
，
 ，
 
，
 
，
 ，
 

附
・
各

課

足

恵

重布

直

...._ 、，
一

国
川

匡

匡 王子ー

才民楕

、，.，
h

，
，
，
 

丸、

J

」

.

，‘
、

，Z
告

長
歯

匡

匿

1国国
|凡

加分分各医
入局局分境
匿名名局界
境--匡
界手自滅 伊IjI 
働 f動鏡

届

厩

舎

所

在

地

覧
東

務戸

、、

i

、

J
?

三一一
士一
「

覇

u
ft十
;
1
・
l
f

国

...r-ーーー

同 点 匡 !

1114';1: 

国

木

所

F采

中聖子匡

し

• 

匡

)JJ 

直

匡

/'匝賀 .. /" 

荏

原

匡

直

匡

• 

世

谷

匡

田

ケ



4 

4 

<>電話番親簿の調べ方<>

|氏名の韓ベかた|此電話番抵簿

は、加入者氏名(稽説、屋援な è~ をと掲載し

たも θ拡其名稽〉の頭文字の通俗の護音に

よっtなるべく五十音順に登載してあbま

す。尤も其署長音の同じものは宇童の少ない

ものhら(例.相ξ舎は相を』主的宇査の閉じも
のは三事自(例、調JIIと祁河除相川をJ;民主主年目

共同l二ものは三宇目側、相1f(lE主将川昌は相111
Eをιωε云よ、ゃうに順次稜音と字童と記事
依b掲載し℃あbます。但じ名を引き出す

よの使を考へて悶字をー箇所になるべく集
アサb "7 ~険勺 ア

める乙とに致しましたJから安積、安宅、安
グチ アベ アシFウ アシドワ

達、安部、安束、安藤等訓音の異なるもの

も同一箇所に掲げました。

般名は片偲名、平隈名、襲韓慢名の順に、夫島

夫該賞すると認める漢字の初めの部分に

者(甲乙英ヲ;轟轟電話番畿の左右を〔小石

JIt85-09~6Jの婦〈鉱菰で因んであるのは連
接加入者であb主主。

加入者名のヨたに米(1_)~i のは、 私設電話機
官鹿用若くは甲種増鞭電話機の接続がある

と云ふ記競であbますo此記銃はすべて呼

び方区は関係はあbまぜ4.0
{ .11開k信噌.，，，唱4圃箇箇盈盛幅74-1165 1 

氏名の活科'iu(本信法要京府担蜘!
の如〈一般のものよ b少レ事忌いのは、代
表番暁で〈宇佐話使用上の僻注意'(J代毒番鋭の:g{多照ゐ

りたし)、番競の突にある数字は加入個数であ

bます。

同姓名の加入者に卦し℃は之を匝別し易〈

する錦に、架設場所の終~ ~と駿業名を掲載

しました、尤も職業名の掲載を貯まゴる・向-

叉は他人方を架設場所とLたものに~tして

は多くは貸電話ですから同姓名のものがあ

ワても職業名は掲載致しませA_。く倒、いせやは伊勢屋の上t的接昔同ーまる漢字二

つ以上あbて氏名等によ b制別しj難きもり

は宇霊の少なき漢字の初民主例、アfツキ産。合

粉、合、愛の何れか不明に付合の初に〉浴は整、 ス?

y ャの如きは該雷する漢字なきものとして

ォ、又はスの部の最初に又外岡入の氏名

側、ピーア戸川ジョ YYン)]え純然食る外因語

〈例、パキューA・オイルロンバ品戸〉と言3めらる、
ものは、各部の最後に掲載し℃あbます。

ー[架設場所略記|電話機架設場所

頭の部分が日本語から出来て居るもの及外

岡語でも漢字ど慣用して居るものは其の該

嘗部分に入れてあbます。側、東京ホテル占
謹土女事絞〉
~~ ウ減 免i 1H カ!'

飯、梅、回、外、閥、皇等の類は穂、て振限

名の遁b遁俗の接音に依bました。又「か
カタ tf:・必至 ""  

の部J~と於ける角、角、時、神等閑字で而

も其の部で二様の訓昔のむる3らのは線て角
カドヵミ 舟y

の夫へ角、神の弐へ神の順序に掲載し℃あ

bまず口 詳細は索引に就℃御覧下苫い。

|各種記競と同姓名の加入者|

局名の左に圏とあるのは長距離加入者、電

話番銃の右に (共〉とあるのは共同線加入

• 

で「犠」とあるは浅草臣、「郷」とあるは本

郷区、「所Jeあるは本所医、F荏」とあoは
荏原底を略掲したもの12あbます。

|番競の判らぬ場合|番競需に稽競で

出て居る加入者があbますから、名前で調

べて見常らぬとBは格競でも調べて下 3
い。追加番漉簿が出℃居る場合は先づ以て

夫れを御調べ下さい。

本番韓構及追加番競簿で御調ぺiと在つ℃も

判らねξ3は、自働局加入者は相手が自働
局所属でも手働局所属で・も草に 100番〈局

番競なしの三数字〉へ浴問合せ可あきい。

手働局加入者は相手方が自働局所属のとき

は単に.1自働100番」左交盤手に告げ、相
手方が事轍局所属のときは君主来通b其の相
手方加入者の屈する局の500番へかけて御

間各せ下3い。市外地加入者の電話番競は
手働局所麗加入者は丸ノ内105番へ自働局
所属加入者は 105番(局番競なしの三戴宇〉

へ御尋ね下さい。

. ， 
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4ト 葺湾との遁話開始に就て
樽牽

e 
に の

ー

遁

六月=十回から・.と電器てS苦 Lが出来るS震にt~りま L:た。鑑旬の筆待遇E要するζと‘、ゐfJ.がを. 話

露-*て即刻周忌Lが出来安す。よ<_111':利用する者のみが、凡ての交還に.先週E制する特植を持 開

って屠ります。
始
に
就
τ 

。電話設惜のあらまL 配置して、有線側友無線側に於砂る同路欽態を監、 内地盛揖聞の電話題話は謹信省が.国際観音株
硯し、其の費化tて聴ヒて本接置D調整を行ひ、出

式書誌の圃際電話設備を使用しτ.共の取扱を貧 *るだけ電波の妨害に打ち勝って、良好なさ，通話

すととになって居ります。故にと).t亡冨際電話設
を奥へるやうにしてあります。

備のあらましを説明するととは.必歩しも、徒爾
しかし念がら、 2き中扶態が極めて、念速にEつ

ではありません。
著し〈費化したり、運話電流が異常に小さ〈たつ

かねてヱ事中であった国際電話株式官位の園際
たりすると充分なる調整を行ふととが出来な〈君主

電話設備はとのほE其の一部が完成したので、と
って、通話が困難とたるととがあります。従って

れに依って、先づ葺膏との遁話を開始し、I 引績き
料金走後牧する通話時分は、通話が満足に行はれ

-満洲、ジヤワ.マニラ、忍敵米等とも温話を開始
?とと認めた時分。みを積算して、決定するととに

する段取であります。此の劃期的事業は、将来必
たって居るのでありますが、常通話者に於ても.

， す=ゃ、我が園。通商貿易にとっては勿論.国際親 要領よ〈通話を行って、同組を生かして使ふとと
普の上t'C.hきても、其の貢献するととる偉大なるも に心を配っていただきたいのであります.

のがあるととは申すまでもたいDであって、邦家 無線電話同級は遁債の麗密を保持する上に於て

の震め、誠t亡慶賀に堪えたい戎第・壱あI>tす。 多少危慎ハ念を抱かれる向も.あるかも知れたい

庫際電話同線は、有線電話と無線電話とを連絡
が、国際電話同級には、毒記者電話聾置を設備し.

して作成するDで、無線電波の選信所は茨竣牒名 たとへ無線電波を傍受しても、通話。意味が金〈

崎村に、同じ〈受信用は埼宝際小室村に、建設せ
判明したいやうにしてありまし℃ 通信の程唱は

られてあります。そして、現京中央電話局と、上
充分保つやうにしてあるから盗麓せられる虞はな

記の語受信所との聞は、電話r!r-プル」で連絡し いのでありをす。此D甑では安心して通話が出来

東京中央電話局内ピ拡「ポーグス」と稽する端局接
ます.

置と、国際電話交換機とを設備し、此鹿で園際電話
。皆援へお願

同組は、圏内の各所へ張りめぞらしてある有線電

話回線晶、接続女るやうになって居るのでるりま イ 通話するときは.さ話口にロを近づけて.菅

す、又葺湾側は蓋北郵便局内にとういふ装置がし 聾は高〈明瞭に御話し下さい。

てあって、蓋蝿杢島θ千線電話回棋と接続するの ロ 道話焦らす宮、相手方が態ってから聾聾する

であります。か〈の如ぐ間際電話同線麺話を錆 様にして下さい相手が話しτ居るときに、、 すには、有線同級と無線悶績とが接績せられるの とちらから褒聾すると話がわからない様にな

であるから、電波が星中を俸はる聞に、 2さ中電気 ります

等のために.種hの妨容を受けるとともあり、叉 ハ なるべ〈騒音のt.I:い室内でお話し下さい。

雑音や「フエーデシグ」といって到建すo電波が、 = 御取引先、其の他御関係の向との聞には.jな
弱められるやうな現象も起ります。或は叉反響現 互に、御使用にたる電話番娘走知らせ合せ量

象といって、とちらから法った置話の電械が先方 〈と非常に便利です先方電話番慨がゐか

，lt 
へ歪憶し.英の一部分が障って来τ、自分の受話 らないときは、電話局へ御開会下されば、調

器に入って、受話を妨害するとともあります。と ペて差上げるととにたって居ります。

ういふ妨害を、出来るだけ恒滅するために.東京 * 先方が斜j不在のととのない様に.I象め&互
中央電話局には、前にも申しました「ポーグス」と 在誕又は在宅の時聞をお打合せになCて量〈

稀する払局装置を設けて、とれに.佳の技術員i: ととも、集'D利いた電話。佼0.11です。

.:.JI:; 



6 

豊
穏
と
の
遁
話
開
始
に
就

τ

、。遇話の軍扱時間

間{き長官能主らz 

欝ZS宇号室gg語{きaxE設から
求する場合 l 

， 
内t也と蚕間との間D題提は事長夜取担てみません。

右の通り耳元扱時聞におl限があ ttす.加入電話で

話す場合の取扱時間は長〈去って居りますが、組

話局(郵便局電信局又ハ電話局窓口}へ行って話

す場合の取援時聞は短〈たって居りま-す。

内地と華趣どt?'はー時聞の時謹がありをす。

つ去り蓋甥では内池より一時問題tLてゐるのです

例へぽ内地で午前八時は葺湾むは午前七時.内地

で午後十}時は華濁の午後十時にあたって居りを

す。

冒頭tL揚げてある取扱時聞はもとよ P内地の時

間であります。とれを蓋湾D時聞にた隠すと蓋湾

側の取援時聞はヨえの犠に~ります。

' f午前七時から
閑 i午後十時まで

証;話局(郵恒局、電信局叉{午前七時から
，、電話窓口Jで通話を請 i
求する場合 {午後七時まで

‘ 
他

前記以外のととがら.例へぽ鍾話の京担方去、

遁酷の車j宵等は、内地ー艇の電話通話の場合と同

鎮であPます。

相者入加

互相者入方自

の。巽

。壷静、電話をおかげになるには

草案中央電話局の加入者

自働式電話の加入者は「ーO':::J~ ダイヤルし

又苧働式電話の加入者除、「蓋鷺Jと告げて、

蓋湾の受付係がlUましたら.針居者の電話番
韓、詰求者の電甥番器等を取扱者tて申込んで

下さい

ロ、東京へ即時温話の曲家る局(111崎、犬家、荏

原中野、足立、世間谷、荻窪、補問、王子の

各局)tfJ加入者

自働式電話の加入者は r~J~グイヤル

し乎働式電話β加入者は受話器を外し、局が

出をしたら取級者へ「蓋現Jと告げて下さい.

さろしますと東京局内にある牽濁の受付係へ

つなぐととにたってゐますから、聞も~<受

付係が出ましたら劃蹄者の観音響暁.筒求者

の電話番韓等を玖級者に申込んで下さい。

前記以~の局の加入者

前記以外の内地加入者例へば撹潰、名古屋、

大阪京都、静戸等の加入者は英の所属局へ一

般の市外通話を申込むときξ書きりはありませ

ん.

温話局{郵便局.電信局叉ハ菅島局窓ロ〉か

ら轟湾通話を請求する場合

通結局へ行って、遁話器~貰ひ受け、とれに

所定の事項を記入しJ料金に相官する郵寵切手

を貼f・1して差出し葺揮と電話がったがるのを

候って遺蹟をして下さい。

4 

，、

ー・・ー・

普遁遁話斡 ー涯慌時=付 六 回

至念遁腎料 一通話時=付 十=圏

内地左蚕週との聞の遁皆掛金は穂て均ーであり

ます。

例へば東京と華北と話しても、大阪と華甫と詩

しτも、鹿児島と基隆と話しても、通話料はかb

'ません。要するに、内地側の取扱局と基調側の

取扱局とP聞は距障の温い泣いにかhわらす咽額

D通話料であり.ます。

ー・温臨時といふのli三分間でありをす。三分未

満でも三分として計算いたします。通話中に重量昔

が非常に多〈て話がわから2泣かったり、又は通話

C昔穫が低〈たって話が聞きとれたかったときは

共の時聞は切捨τるととにたって居ります。

ー，

。葺海開週話費乎局

固とあるのは長距醸酒話を錆す費格のある加入

者に限り内地.濁聞の通話が出来るととを示した

のでありますす@

北

陸

港

竹

中

義

南

雄

建

壷

臨

腕

断

臨

臨

臨

高

金。斜
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電
諸
使
用
上
の
御
設
立

御注意の電話使用上今

電話交換の良否は局側取扱の如何に依る乙とは勿論であbますが、電話使用者側代於τ強め

電話取哉の方法なれ規則なbを御了解下さると否とに主る乙とも大いに聞係がある之とで

すから、電話を御使用民主o方は先づ以下記載の各事項を充分熟議せらる、様る願以い売し

ます。

現在東京中央電話局所属の加λ者は二十ニの局に牧容され、その内小石川、高輪、青山、牛
、
込、四谷、浪花、墨田の七局は手働式であbますが、京橋、本所、下谷、静岡、茅揚町、九段、

大塚、丸ノ内、日本橋、芝、三回、浅草、赤坂、銀座、根母の十五局は自働式であbますむ

意注的般-・圃.、

0電話番説簿で調べても判らぬときは、その加入

者が自働式局所属たれば交換取担者l亡「自働百

餐Jと告げ、自働局D案内係へ。

O手働式局所属の加入者番競の取調はその局の五

百番へ

O市外各地加入者の電話番競を聞〈には「丸ノ内

105番」へ

電話番漉の震調手働式電話の場合

呼出し上の注意

(ー〉

， 
0倒乎の局名と者説は、能〈確めた上明瞭に交換

取扱者へお告げ下さい.局諸説で請求せぬ様踊

ひます。

0交換取扱者へは費信上の要件だ砂を告げるとと

0交換取援貨に番読を告げた後r~- ~-Jと云ふ• 
電話の故障

。電話の故障に就ては故障電話の属する局の F六

十番Jへ

断蹟昔が聞えたら話中です。

。「ツーツーJと云ふ断続音が聞えたら、相手方に

ったがって「ペル」が鳴っτ居るのです。

0出火の際は交換取扱者に「火事」とお告げ下され

ばすぐ消防署が出ますから出火場所(附近に何

か有名たものがあれぽその名稽〉を明瞭に会告

げ下さい

火事週報上の注愈語話中の注意

。通話中に接績が切れたら、呼ばれた方は直ぐに

受話器を掛けて会待ち下さい、掛けた方は受話、l
務の掛金物を三、四向上下Lて交換取扱者を呼

び切れた旨お告げ下さい.
事務用電話に就ての注意

0事l:Jj.上に就き局へ御用の節は目次裏1->r局用電
話一覧」を御覧の上御必賓の係を御呼ぴ下さい。

務話後の渥愈

。話慎みの時は必歩受話器(耳に箆・る方を下にし

自働式電話の場合<=) て〉事と掛金物に掛けるとと• 
廻鱒盤lζ劃する注意

0費倍音が聞えてから廻すとと

0受話器訟はづし放しにすると一時不通となると

とがあります@
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物を上下するとと0指止をできっちり廻して放すとと

0話中に臨慢から憧れる時受話器を掛金物1[.掛 ムム。先づ局番競を廻してから電話寄披を殖すとと市
内
通
話 ' 

けねととrOJも番・競の市ですから必歩廻すとと

終話後の注意。廻陣盤は、中途で廻樽を止めたり、殊更に力を

0話済みのときは必ヂ受話器〈王干にあてる方を下加へて後民Pさせたり・せぬとと

にして)を損金物に鱗けるとと0番蹴を廻し遺へたら、一旦度話器-=鋳けて叉最

0受話器を外し放しにするとー時断線となるとと初から呼ぴ直すとと ， 
があります。0鉛書官やペシ軸などで掴さぬとと

電話番畿の取調
呼出L上の注意

手
働
式
局
加
入
者
の
場
合

0市内加入者の電話番親が番班嫁で調べても判ら

ぬ時は'1∞」若干〈局番競泳しの三数字〉へ
0電話機に向ふ前に、相手の局番続と電話番混と

0市外各地加入者の電話番読を問〈のには !"105J
を能〈確めるとと

番く局需慌たしの三量生字〉へ

電話の故障

0呼出中にf~-~-jと云ふ断積昔治精iえたら話

中ですから暫4経ってかけ直して下さい

呼出中に「ツーツー」と云ふ断続昔が聞えたら相
。自局電話。故障に説てはfU3j香(局番抵なしの

三数字〉へ

0他局電話の故障に蔵ては故障電話の属する局の

「側Oj番(局番買を附けて六.字〉へ

手方につながっτペル治鳴っτ居るのですo

同一共同様相互間の通話は115番(局番競なし

の三数字〉へ

‘ 
火事週報上の注意

0出火の場所を消防署へ知らせるにはfU9j番(局

番抵なしの三数字〉へ

遇話中の注愈

0通話中は廻縛盤に手を慣れぬとと

O出火の場所を間〈錆にfU9j番を呼ばぬとと

事務用電話に就ての注意

0事務上に就き局へ御用の節は白衣裏の「局用電

話一覧」を御賓の上、御必要の係を御呼び下さ

0通話中に切れたら呼ばれた方は直ぐに受話器

を掛けて先方から更に呼んで来るのを待っと

と

。市内通話中には受話器掛金物に手を慣れむとと

~~ 

い.O市外地と通話中、交換手を呼ぶ場合に限り掛金

2苦混内市-・・圃圃.、
から、周名と香焼は、番抵簿でよ〈確めてから.手働式局加入者の場合〈ー)

「ハツキリJと沿っしゃって下さい。
一般加入者の搭貯方

もし寄班簿で調べても判らないときは先方が自働

;j 
式局加入者ならば「自働l∞J番で、手働式加入者番畿の呼び方調ベ方(イ〉

たらばその局のf5∞J番でお毒事ね下さい。

加入者の過失で税手方の番電車をII:UIへた主きは布符kな

1.相手方の局名、番競があいまいであったり呼び方

が不明瞭ですと関連の因で、会互に迷惑をしをす
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して交換耳元援者に其の旨を会告げ下さい。その憧Pますから、書留以てお調ベ下さい。

市
内
通
話

切ると通話済と見徹されるととがるります。~ ユ下詑数字同一昔に聞へ易〈、関連が起り聴で

手
働
式
局
加
入
者
の
場
合

5.呼出昔も話中音も聞え歩、叉相手方も出て来たいすから、特に御注意下さい。

時は、前向犠受話器掛金物を三四回上下し取担者

を呼ぴ此の旨お告げ下さい。

.，.;:， ~砂" .，.シま''1/1 "，， 'μ~ 1) "'~~+fi'~:'ヒ，..， .f.ル シ参

三と千(例へば三十と千十、三百と千百}ーと七

IIf-III昔、話，'，普の信銀に斌ては前迭の通事普遁の..合相

- l'ウ.f'" u命 _ !J今-・"，、... .~ 
と八〈倒へば十ーとすよ七2ヒ十八〉六と八{例へば六

手の尚るのを待ってゐる間に必らず陽える管のものであ
~..，..". ，、ヲ~~"!J'!> ..'!> ‘:~ヤタ歩@ 竜司..!I'争令

百ξ八百』十と;JL(例へば百十と百;JL)~等は間遠ひ

曹ますが、務L聞えない場合があったならぽ、それは設

傭叉は交換上に司区設がある@ですから、受話器量王手に宮町

.f'"ヲ~ Y~ 令~ .'1/1 
易いのです、一、二〈千依百伎のとき)四、七~;JL

A'?ーョ，
一千は撮蝦名通T:.-呼ぴ下さい.

、
でたIi!l.交換取扱者を呼んで其の旨を勧告げ下さい。

6.交換取扱者が下配の場合御帯似し食事は、明瞭に局を呼ぶとき〈ロ〉

:.-答へ下さい。
J.手鍛式の電話で他の倒れの局の加入者を呼ぶにも

A.通活料金合同計算の取扱にfI.づてゐたい向に封
従来週りの方法でよいのです。受話器を耳に嘗て

し共同甲、乙又は本加入、連接加入の直別を::
たま h交換取扱者の出るのを持ち、相手方の局名

帯ねしたとき。会答が明瞭でたいと、通話度量生

。計算が混同するととになります。
と電話番践とを会告げ下さい。，_ 

B.交換取援者・が相手番援をた尋ねしたとき叉は番
但し此の場合に局番暁で通話の請求をたさらぬ様

践を反覆したとき。それが間違って居たいかど
会願ひいたし愛す。

ろかに就て注意されぬと、相手遣を起すととが
:2.代表者鋭の加入者へ掛けるには.代表容貌以外の

あります。
番蹴を呼ぽぬ様にしτ下さい。

電話番貌興事に牛込出~2(0)(5)~あるのほ2(XX}番から 2004
C相手加入者が出たい昆に、交換取民者を呼出さ

番まである&云ふ穫ですから、此の加入者へ掛けるには

れたとき、番披の問ひ質しに重苦し会書が~いと
牛込笈以滞在 ~告げになれば、交換取扱者は牛込2(XX)番

接績の良否を確める事が出来ません。
かは別番迄を関ペて街中でわ、..置につなぎます。

交換以外の周への御用は「監情JXは;ICの岡鉱淑鴻C1fiTト
尤も長距蔵通話は、ま毛の11絡のある電穏に限Pます。

は丸J 内01白書~)をお呼びになって.分局長又は主事ヘ
代表香畿の加入者路、相手方から、番裁を聞かれた&き

直接:8訴し下さい。
は.代表以外の司書量障は答へぬ司院に Lて下さい。鋳けた11

他からか与って寮たとき(1、〉が相手遅HI実理nますから。、
1.との時は何某です又は「何局何番ですJと、自分:3.共同級加入者をお呼びの場合は..riU~共の電話番

。名又は番蹴を聞はれる前に会答へ下さい。
説だけを交換取扱者に会告げ下さい。

返事は「モシモシjと云はず直?に名前を袋内る主呼んだ連接加入者と通話する場合は、先づ本加入者雷説

方に好い!sじを奥へ鋳げた方は相手を磁める必要もな〈を交換取扱者に告げ、更に本加入者に「連接」と告

お互に時聞が省ttます。

Z通話中、交換取扱者から「モシモシ」と呼ぽれ売と 且

っと会答へ下さいo I きは、すぐに「話時

げて、連接加入者への接績方を依額して下さい。

4.呼出脅が聞とえてから暫〈の開会待にたっても、
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~ 
それが止んだら通話を開始しτ下さい.会容がないと、交換取扱清は話桝みと認めてその

接続をきるととがあります。市
内
通
話 ' 

連接加入者のある本加入者の掛廿方

「本加入から何局何番へ」と交換取扱者に告げて下さ・

ぃ.コむも度数料合同計算方届出情の向は寧に「何局

何番」と告げる丈でよろしろ・ございますn

締挨器(ス4'-ツチ〉の取援は、中h 面倒ですから、下T

3.通話が中断されたときは.著信者は.受話器を掛

けて、費信者から更に呼出して来るのを会特ち下

さい。若し双方で直々局唱とお呼びにたると、どち

らにも「お話中J とた断りする事に~ります。

， 記に依って~耳元扱(，L下さい。

局をJ1.ぷk曹は.縛換aの把手
f ツ守主 Jは.2Jt~のま‘でよろし
うございます、

官『A.:1f 受話器をはづし放しにすると械機が自主隙となo.他から

手
働
式
局
加
入
者
の
揚
合

4.話怖のときは、直ぐに受話器を掛金物に沿掛け下

さい。

把手を下方に倒Lて置き.濁量定t
:Ililfめば.元の撮りψ失に戻す
のです。

受飯器を鋳け.叙手を上方に倒
して置き、泊舗が済んだ告2・畿が
あ-11:と曹は、犯手傘下方=倒
Lてf"l:VモνJ~Jf-ぴ、目程答が
ない』ヒきt企画ltに受話容をま蜂け
把手を元の辿P中央に民しι寵
〈のです。

型車接加入者か
B.ら呼んで来た
とき

型車袋加入者か
C、らI局へ」とi!i'
げられた主き

呼んで来てもつなt.が附策室せん。号a話器は繍ぃコザを

õ. 自働式電話から掛つτ来て、通話が~み、他へか

け震-としても取扱者がなかなか出たいときは、受

話器を-11掛けて引込み、暫〈経ってから向て叡

上にしてお鍋け下さい・

きます。

責

受筋器を鍋tt.抱手を下つ方に倒
し、袋貧困圏を勉して型車綬加入者-
Eヒ呼出してから、抱手4:..1:方ヘ
倒して置〈のです。酒量首s済ん
だ信畿があったと世代、厳j例に
依lJl苦僚かどうかを獄め.犯手・
念...失にEきしてlIt旬、て下さい。

とれば、制乎が受話器を告発げずに.<か、 Xtj;鋳Wても

不完全のため接ぎ放しになったためですから、術11な時

f也の加入者か
D ら塗接加入者
・を呼んで来た
と曹

にl'lt骨金物をい〈らJ:.下しても、勿B歯切れもせず、又交

換取扱者が向ゃう筈がないのでずから、 -11事I~ん臥

改めてお燐け直し下さい。どうしても切れず、交換耳正後

抱冨虞を下方に倒L.後電機キ砲
l "C~i蕗加入者会呼ffll 、厳が
御済みでLたι抱手を中央に反
して置《のです。建接加入者k
;l1i:S '1' t之、他の加入者 J'ら呼ん
で*た主き-，:.議事蕗!JJ入青年に集
旨を告げ、雇1<*にE首I:Jet>て、
他の加入者に!I!各して下さい。

晴

世

呼

が
を
者串引
人
入
き

加
加
と

本
接
ぷ
E
 

者がmなければ、他の電話から監督にとの皆をお告げ下

6.話の中途で交換取扱者を呼出す場合lこは、受話器

の掛金物を静かに〈ー秒間にー同以下位の越さで)

三、四同」ト.下して下さい。題話の中途で電話から離

きい。

湿訴の相手方にその白金衛lJ. 
-..EUe予を下方に倒.~.r，，*~鉱
やである己主J1:.袋加入者tC
t毎げ、抱予を中央に民し.前の
加入者との遜絡が糠ん'(!:6・ら主E
霊安細入者 ~ID濁務士関崎 Lて下;
さν、。

f血の加入者と
F 遁館中・こ翠袋
‘加入者か'~Jf­
んで来たkき

れる場合は、決して受話器を掛金物にお掛にたら

ないでFさい。若し会掛けになると話情みと認め

てその接績を断っととがあります。

fJ> 
漣接加入者の揖け方

局を呼ぶときは、受話器事とその鐙にして蛮電畿を凶

共同線加入者の掛け方

他の加入者へかげる際、局が出たたらば、「何番から

何局何番へ」と云って下さい。但し度数料合同計算

の届出演の向は皐tζ「何局何呑Jべと脅げる丈でよろ 五回廻し本加入者が出?とえにらぽ、「局へ.1と告げ.局

と告げて下さ「連接から何局何番へ」取扱肴にはしうどぢいます。もし話聾がlJDえたならば、受話器

'J' 
い。克も度数料金合同計算方届出掛の向は執れもfii.

をかけτ話が済むのを暫〈会待ち下さい。
に「何局何孫・へJと告げる丈でよろしうございま

す。鉱債のときは.本カn入者・へ合閣のために、受話器

を掛けてから費電機の把手を四.五周手早〈掴さね

同一共同線の相互の証話をなすには、交換耳元級者に

共の相手方。-昏践を告げ、交換取扱者の指闘に依り

ー度受話器を掛金物IZ:掛け、電鈴の鳴るのを持ち.
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ぽたりません.他c加入者から掛つτ来たときも話 数字の乳走車違へたり、盆中て止めたり文l立後戻

~慣のときの合聞は阪同様です。 しなどませぬゃう御注意走願ひます。 市内

¥ 本加入者と通話する&きは、受話器はその健にし、 若し呼出の途中に斯接た譲りがあったならば、直通

守、 型電機を問、五問題して本加入者を呼び出すのです。 ぐに受話器を掛け、更に最初から呼ぴ直して披き 話

ます。正し<t.tい廻し方を詩さると接績が出来t.t
自

〈ニ〉 自働式局加入者の場合
い計りでな〈往々誤接続とたり他D加入者に御越 働

惑を掛けるととになります。 式局

局番競と相手方を呼出す時の御注意 4.呼出しの手績中に話中音が覧えて来たならば、直 加、 . 入
ちに受話器ま捧げて引込み、暫〈たってから呼出 者

1.局番競は二つの数字、電話番放は四つの数字です。
LまLて.舎ます。 の

rOJも敏字の一つですから、洩さぬ様に願ひます。 場

5.香鉱のB畿の数字ま廻L能って呼出音が聞えまし会
東京中央電話局では、自働電話方式としてこつの

たら其の憧相手の出τ来るのをお待ち下さい。
駐字で局名を規定してあります、例へば牛込r34J

若し暫くの間待っても相手が出友ければ受話器を
四谷i35Jc!:云ふ如〈であります。それで牛込一千

六十番は f34-1060J、四谷二十訴はr35-0020Jと云
掛けてお引込み下さい、相手方が電話慢の側に居

なくて出ないのです。
~裁に局番競と電話番披と六並字で呼ぶのです。

Z各種の信弘雷走障さあけて電話走使用せねばなり! 通話中に於けo御注意
J 

ません。

自働式電話除、捜棋の働作に連れ色々遺ふ信披昔 呼出中及温話中!こ受話器¢艶金物をよげ下げ Lた

を機槻句に縫って、使用法を指ユします。此の信 り、叉は竃鞄盤まいぢらぬゃう御注意願ひます。

統音には、三種類あって、景色骨、呼出昔、露中 受話者tの掛金物は、平常受話器を掛けて置〈だけ

奮と申します。蛮信音は、受話器をはづした時に 沿道具でな〈、之を上げれば呼出手績の第一歩を

..' 開へる昔で、小さい調車が廻る時に聾する様1t償 踏み出したととにたれ自助式では通話中掛金物

かた蓮観音です。 'を動かすと多〈の場合接績が切れてしまい更に呼

呼出昔は、建韓盤を六悶砲し怒って相手方の電話 直さねば1tちt.I:い裳置とt.tってゐます.

践に接続された時前=、聞える信説で..r7ーツー」 話が遣いからとか、或は出方が温いからと云つτ

と謂ふ断続音です。 之を動かさ血様に集を付けられるととが大切であ

話中音は、相手方が話中の場合と局鎮の塞がって T!ナ。

居るときとに蛮するJジージー~ c!:直観して聞え|

る信践です@廻縛盤を掴す途中で此の信説があっ
話が持んだ時の御注意

~ たら、夫れは局総がふさがってゐるととを知らす
話が漕んだら、直ちに受信器走元温りに揖金物にお

のです。
Iiけ下さい。受鯖器走鎗けずに置いたIJ、又は不完

3.相手方走呼び出すには、先τゴ霊話器走外L、震信 金な掛け方をして置くと故障と見倣Lて、一時電毎

普走聞いてから、題轄盤走友週L下さい。 緩ま切っτ絡ひます。
砲鞘盤は、右へ指止めまて皐〈確かり廻Lてから、 受話器を外してあるととを局の方で知りますと、.. 指走説いて扱きます。 此のととを加入者に注意する話に彊度の信説を選

S健在や 「ペンj軸などをゐ使ひにたったり、指で ります。それでも倫ほ其の偉にLて置かれると、

反したりすると、捜棋を破損するととになります 故障と見倣して一時其の鎮i:切って態ふとξがあ

から、御注産を願ひます。 ります。
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止みましたら再び受話器を外して通話を開始する

a宇のです。主なる局用電話ξ非常用電話

， 

受話践を掛けた後に電鈴の鳴るのは相手方を呼び

出してゐる誼擁です。

電鈴治報いて鳴って容易に止まぬ時は、相手方が

電話機の側に居ないかえは呼出に鹿ぜねのです。

此の場合は一度受話器を外し、叉受話器を掛けれ

ば、接続が切れて電埠の鳴bが止みをす。

に重苦すo御注意

主なる局用電話と非常用電話の番韓は、目次裏に掲

較の逼り局番畿なしの三重字てすから.ζれま呼出

すには廻轄盤を三度お廻LになればよろLうござい

ます。

1.電話番慌の取調、交換に闘する間合、電話機D故

市
内
遁
話

自
働
式
局
加
入
者
の
場
合 自働交換に闘する電話機の使用方法、使用上の注意

等に就ては前に述べて置きましたが、共の賓際tc就

て御使用の歌況を見ますと、未だ電話の呼出や使用

方に就て甚だ遺憾に恩はれる顕治宝齢君主〈たい0でる

自働交換賞施後の賞混rc.徴し℃
障修理、事故申告等の篇め局へ掛ける時叉は出火

。際に消防署を呼ぶ時は、局番説を附けす;tc三歎

字だけ沿廻し下さい.此の三数字の局用電話は、

凡て無料ですから、呼出しても料金は課せられま

ります。伺て之等D事項を特に列記して電話使用者

各位の御注意を喚起したいと存じます。

せん。

2.自働百番は、本局に!>T..自働式局所属の加入者

' 
1.出火遁報用電話 n19J番の呼出に就τ

r119J番は出火を消防署へ通知する場合にのみ呼

出す電話でありますのに、賓際に就て見ると出火

の番披の間合に癒す写る事にたって居ります。

自働百替を呼ぶには局番披を附せす'1誌に n∞Jと

の場所を間合す震に此の電話を呼出す向が齢〈な

いのです。之が篇め滑防署が非常な建惑をするば

かPでたく、若し此の間合が幅犠して居るが詩に

三数字を廻すDです。

3.併し番説問合せ以外の事柄で、通話停止、加入者

の移轄其の他交換tの間合は、其の闘係事項が自

“ 
肝心。出火を通知しようとしても、話中とたって

ゐて通知するととが出来危い場合が生じて来ます

から、斯の様なととのない讃に各自注意せられた

局に麗する場合は局番競1.tしq;)n 14J番へ、他局
たれば共の局の「回∞J1I(:へ願ひます。

4.電話機棟。故障については、自局電話の故障の向

いのであります。は局番撹を附せす写皐にn13J番と三数字で、他局電

話の故障は其局rOO60Jと局番抵と合せて六数字で

'_， 

Z呼出音や話中音の聞乏ない場合の御注意

呼出昔、話中音の信肢に就ては前速の通りであり

ますが.何れも機棟又は交換手槙上に故障などの

たい限りは、相手の出るのを待って居る聞に聞え

それそれ係員を御呼出し下さい.

共同線加入者の掛砂方

る筈のもの・でありますけれども、此の信挽は相手他の加入者へかける方法はー憶の自働式電話の場合

方が自働式でるると、手働式であるとに依って、と蟹りはるりません。併L同ー共同融相互の呼出に

問えて来るまでD時聞に多少の相違がありますが説ては、下記の遁り手蹟が.ひます。
.1 

相営の時間i:待っても聞えたい場合があったなら先づ局番波を附けす;rt15J番と廻轄盤を廻してー

ばそれは設備又は受換上に事故があるのですから

一旦切って更に掛け直して見τ蹴きます。

旦受話機を掛け、電鈴が自働的tc鳴るのを待ち、

相手方が出τ、受話器を外した後に電鈴の鳴動が
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怠
設
電
話
使
用
者
の
揚
会

2.相手加入者呼び宜し等の場合は受話器搭金物を

ー寸押へて放L、長〈押へぬこと。

私設電話僅用者の場合〈三〉

若し相手加入者が話中のため他の番買~呼ぶ場

合又は相手番競遺ひをした時、廻縛盤を廻し損

った時、その他引き績き呼ぴ直しをする時t~1! 

には一般自働式加入者と同様受話器を耳に嘗て

たまま受話器掛金物を一寸{約一秒〉押へて放し

自働式局所属の私設電話機で局の加入者と通話する々
には自働式加入者の取扱む得の外、倫ヨ突の諸動に御F‘ 
留意~願ひます。

私設電話機から麺棒盤で局を呼ぷ場合でも、其の私

設交換機の方式{自働式と手働式との直別)の如何に

(
自
働
の
部
)

費信昔を確めてから相手加入者を呼ぴ直すDで

あります。若し此θ時.飴り長〈受話器を押へ

てゐると、私設交換取扱者が局線を切って終ひ

依り、電話の扱ひ方を異にし.fk設電話捜が手働式

の場合には、また遺ひますから、取扱方に蔵ては交

〈ロ) 話中に於け忍御注意

1.温話中に私設交換取扱者を呼ぶには交換車担者

呼ぴ釦を重量同押すζと。

2.受話器損金物はよ下せぬ乙とa

ますから、其鉱に御注意を願ひます。
集方式K依り、以下の三種{甲、乙、丙〉に直別し

て把します。

甲、自働式忍設電話機の扱ひ方(電話

様、な設交換機とも自働式の場合)

通話中に私設交換取扱者を呼ぷ必要があるとき相手加λ者呼び出し方の御注意

は私設電話機に附属の呼出し釦を敵同(一秒tt:

一、二回の越さにて〉押して下さい。若し、此

の代りに受話器掛金物を上下すると話が切れる

ととになります。

丙、手働式私設電話機の扱以方(電話機

が手働式の場合)

手働式局に所属の手働式私設電話捜の場合と大煙取

援ひ方は同じでありますが.ヨたの事柄(イ)及(ロ)は

所属局が自働式ですから特に御注意を願ひます。又

批の式。私設電話から局の加入者を呼び出すには

受話器を外して私設電話機附属の局線釦を押し、

{局線釦たきものは0を廻せば局線に接がります〉

先づ護信音t:確めて相手を呼び出すのです。費信

者を確めて後の呼び出L方、呼ぴ直し方、共他の

扱ひ方に蔵ては一般自働式加入者の場合と金〈同

様です。若しとの時聾信音が麓えで炉、話中音が麗

ゆれl:r、局へθ加入棋が塞って居るのですから、

一旦受話器を掛けて引込み、暫〈して改めて公掛

' 

'.111 

やつの事柄は従前の手働式局の所属の私設電話慢の

取扱ひ方と臭ってゐますから之亦御注意を願ひま

を踊ひます。

(イ) 相手加入者呼び出し方の御注意

授信後は成るベ〈引込まないて相手の出るまてお

待ちを願ひます。

共電式私設電話慢の場合は、受話器を外して私

設交換耳元扱者を呼び出しバ磁石式たれば蛮電揖

を廻してから受話器を外し、}粗手加入者の呼び

出し方を依額し、後、成るペ〈引込ま1.tいで沿

待ちを願ひます。

す。
乙、自働式立設電話機の援以方(電話機が

自働式で怠設交換機が手働式の揚合〉

1.震信管ま確めてから週開盤を廻すこと。

此の式のf1.設電話から局の加入者を呼び出すに

は.受話器を外し.私設の交換取扱者が出るの

を待~..r局へ」と請求して費信音が麗えて来る

のを待ちそれから相手加入者を呼び出すのであ

Pますが、蜜信者を確めて後の呼び出し方、呼

び直し方、共他の扱0.方は一般自働式加入者の

場合と金〈同様でるります。

相手加入者呼び出し方の御注意〈イ)

.. 
そうでたいと通話が遅れるばかPでた〈相手の

加入者を長〈待たせるとと且1.tT"tす。
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(ロ〉 話が梼λ7さ時の御注意
通話が切れる喜容とaりまずから行き違ひたき様御
注意を願ひきず。 ーふ市

外

逸

話

倍が漕んだら、直ちに畳倍器を揖け、磁石式私設

電話栂ては更に費電機を廻Lτ下さい。
丁、邸時遁話の申込方

若し蛮電機を廻すD~忘れると、局の加入者から l 私設電話から即時地への通話の申込は私設電話が伺

掛って来たときに.(殊に市外から呼ばれた時〉行 lれの方式でも、ー般市外通話同様私設交換取扱者に
き蓮ひを慢す事とたります。 I依額し、直接局tc申込まぬ稼顕ひます。備申込方健

(...、〉 遁話中氏於ける御注意 . I額後は一旦電話を切るととなく共健治待ちを願u.を
局の加入者と謹話中に受話器を上下せぬζと.叉|す。邸時接槙法貨瞳後に於ては卸時地への市外通語

費電機等ま廻さぬ援願ひます。 ItL限って申込に使用した加入者線にて市外通話をす
手働式局に所属。私設電話機に封し℃通話中に弘 lる関係から現在申込に使用中の加入者線の電話番聾

設交後取扱者を呼ぶのに受話器掛金物を上下した I:を申込0際局に告げなければ嘗局として接ぎ得aい

れ蛮電機を廻したり致しますが.其慣習から自 1:取扱方に友って居りますから、私設電話が自働式で
働式局所属の私設電話機にあっても、局の加入者|も手働式でも私設電話から局へ直接会申込みな〈免

と通話中、兎角之を上下したれ受話器を掛けて lづ弘設交換取強者に依翻して下さい。

震電機を廻したり設す向もるる様ですが.自制|そして側後は電話切るとはほ持ち掛川 賞

ー

局所属にあっては自働式加入者同様、多くの場合 lす。

三、市 タト 逼 話

iJ 

即時過話の請求
上下すると捜械設備の関係で其接績は切れてしまひ

ますから御注意下さいe若し通話中に切れ7穴ヒ場合は

現蹴在o岬即時削地鵬叩は削削J刀胤l

回谷、荻窪.蒲問、王手、の丸ケ所であります。

手働式電話からお掛けにたる場合
市外遇話の請求

(.f) r何番へ」と悠答があPましたら「邸時j又はf翁 l市外通話の請求は手働式では局i:呼んで、「記録Jを

筏地名Ja: It、って下さい。 I白働式では三数字rJOJJ香を呼んで御請求下さい.

〈ロ〉公家間からお鏡けになる場合も間援でありま l但し即時通話の申込に就いては市外即時接担の項を フ

す。 1:御覧下さい.

自働式電話から沿掛けにたる場合は三数字r102J番 l記録係が出て「どちらへお聾けて御座います泊りとお

を呼出しτ下さい。 I!零ねしをしたら相手の地名電話番緯とおかけになる

即時壷の交換取扱者が出ましたら一般市外通話同様 l方の局名臨番鍵を会告げ下さい倫至念通話の際は
申込み其の鰹特てば直ぐ接がります。その電話以外 Ir至急温情」とは0きり公告げ下さい。 ~ 

の番披を云って申込をしても接がPません。 I(イ〉 記録保が出て地方名香畿通話種別な Eを必ず反覆し

自働式加入者から即時地への通話中受話器掛金物を l ますから、問遣がないかどうかを御注.下さい・
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~ 
い〉 長Jli"遜話、重'lfO~ るのは長Jlia加入者欄玄関に限 | 現在の接置船舶は下記丸結であります。

無名 取扱時間
市

外

通

話
ー、

明書す。但し先方が長原霞加入でない事を銀付かず

#lIi慌を御請求=なったときは其の渇E置を接f・順番が

凍る~お知らせがlfJ*ない司院にな P ます。

E附飽)(1)御自分の方が長距荷量加入でな《主も附廷の遜

昔話耳支援局，、行って締ボなきれば、沼署舌が出来

ます。

(2)先方が長距添加入でないE撃は『略的電信Jの、 方法に依'先方@人1:局へIIf-lfJLて語童館する

ととが悶家主す。

("') 代表容畿の乎働局加入者が市外語E磁を申込むk曹は

代表番畿の旨を交換耳it!l者にお告げ下きい、自働局

加入者が申込まれる場合は代表番鍵&その一連鎖呑

鍍金害容の個.長Jli織の場合は長距雄代表番援とその

}謹績長距商量番畿会郊の鏑象主事とお告げ下さい。

〈ー〉 市外ilIi宮古JUlti内専用電源から遜ま置をする場合は市込

の際、筒求者電言語番畿の外、専用電儀委畿を(例「浪

責ー
花育委の浪花専用ー番J)主お告げ下さい.

遇話匡域昆科金

ぽぃ.かる丸、
香港丸1
3匹前丸1
はるびん丸l
E盤中丸l
籾日丸1

深江丸l
費量徳丸f
保安丸'

自午前六時
歪午後八時

自牛前八時
歪牛後六時

設信専用加入者の市外遇話取扱方

自働式局褒信専用加入者からは捜掛設備上費信著信

共市外通話は接積出来ませんが乎働式局設信専用加

入者からは蜜信著信共接観取扱を設します。

至奉遇話

東京から遁話の出来る直域及料金は巻末に掲載して |
'市外通話の取扱願序は纏て受付額でありまずから特

l>Ttすから御覧下さい.

横潰反大阪港船舶への市タト遇話

に歪念を要するものは「至倉温話」として会申込に

たると「普遁遁結Jよりも先頭位に取担びをす料金

I tま普通通話料の二倍です.
横潰及大阪港岸壁叉は捜橋に繋留する艦船へ市外通

話を申込むには手働式では「記録Jを自働式では三

敷字n01j番を呼出し艦船名をた告げ下さい。

東京から静戸近海にある船舶無線

電話との市外週話

定時過話

ー定の時聞に相手加入者と通話する場合に利用たさ

れぽ大費便利で料金は哲通過話料の四倍です、現在

東京から定時通話直竣にたっτ居る鹿は、容末。通

無線電話控置のある下配鯖船が紳戸中央電話局とD I話直犠表中O印のある箇所です。

主話圏内 (神戸港碇泊中又は自国戸内海艇伊水i!航行中の IJ1tの申込をするには前日午後六時以後指定時期一時、 もの〉 にあれば同局の中稽で無線電話と有線電話と |間以前に請求すれば主るLいDです。請求の際は詑

を接続して相手通話者を呼出し通話するととが出来 |録係を呼び出し「定時Jと告げ希望時刻と時教を附

ます。

其の諦求をするには「丸J内123J:香〈自働局では

23-0123)を呼出し艦船名と相手通話者名〈般塗fD..

が鈍って居る時は其の停車E番畿を市添へれば使初です〉を

け加へ他は一般市外通話と同じ様に会申込下さい。

在間週話

夜間通話は午後八時から翌日午前七時までに取扱ふ

会告げ下さい。 ー 1:普通通話料三十銭以上の土地との通話で.申込は午
{自働式局加入者へは艦船名と相手通話者名を局か l後七時から受付ます料金は二、三割安〈なって居り
ら改めて呼返してお聞きします》 ます。
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市 呼出 遇 話

を至念通話に饗更すれば倫通話を稽績するととが出

来ます。叉強約通話、定師通話の取扱上必要あるとき

外 I . I はご通話以下に止めるととがあります。通話中に時
通|呼出通話は闘に加入して居たい人を腕の通話局 |聞が来たときは、交換蹴者から其の旨を各通話時

話 I ~手出して貰って通話する方法であります。此の諦 ・

求書とするには「丸ノ内123J番(自働式局では23--6123)I聞の能り毎にお知らせ致しますから・引継き通話を

を呼出し、相手の居所氏名と自分の電話番読を訟で告lたさるときは芭ちに「纏績」とお申出で下さい。三

げ下さい〈自働局加入者へは拘乎の居所氏名を局からiltt>I iiIl話自の時聞が鯵ったときは通話を切断致します.

て制へして柑き Lけ〉請求創刊科の外tc相手 |注意、糊電話慢でお癒しになるときの翻糊M 摘

がtUたときに通話するに要する通話料とを納めたけ l 援者に通際関婚を促したと脅かち計曹ます

れぽたりませNo

市外遇話の申込寂消

市外遇話を接続するとき
市外通話の申込取摘は手働式では「市タ悼∞J祷向働

.式では三数字f104J需を呼んで会申出で下さい。
市外通話を接観する時は加入者を呼んで其の骨沿知 l

I ~失の場合だけは取泊料が要ります。
ら宅設しますから、呼ばれた憧待って居て下さい。 I
交換取援者が「お出になりまt..:たからお話下さいJI (イ〉通話。順番が来て接観する旨を交換取扱者が脅
と曾ったら直ぐ通話を始めτ下さい.

(イ〉市外通話の請求後は通話接続の順番が何時来τ

げたのに到し加入者のどちらかが不要、不在等

の鵡め通話をし'Il.い旨の申出のあったとき。

も通話し得る様下記の御用意を願ひをす、特に I(ロ〉機被線路の故障でな〈通話の開始を交換取扱者
定時通話や車約通話は指定時刻に御注意下さい

い〉申込に怠った番披@電話を空けて置〈とと

(2)通話者がすぐ電話にかLれる様にするとと

〈ロ)接続の嗣番が来?と時其の電話が話中の時は後廻

しとたります、但し長距離通話、定時通話、強

約通話等を接ぐ時関係加入者が他の市内加入者

が会知らせしゃうとしたときに加入者のどちら

かが慮答のたいとき、

但し〈イ}及〈ロ〉の場合請求後普通通話は四十分

至急通話は二十分を経過したときは取滑料は要

りません。

と通話中の時は共旨を:.-断りして共通話を中断 I(ハ〉定時通話の請求を耳元滑し又は時量生を盛観通知前
致します叉無級電話題話も取抵上必要な時は前

と同様に市内通話を中断するととがあります。

〈ハ〉定時通話は取批kの都合に依P指定時刻の前後

十五分勘繰上げ叉は繰下げ取扱ふととがるりま

す.

に誠少したとき(此の場合は時聞に聞係な〈取

泊料が要ります〉

番畿の間合

市外の電話番銑は、手働式では「丸J内105民自鋤

市外遁話時間 i式では三数字rt的炉、持ね下約

市外通話時聞は三分間を一通話と設しまして「お艶 | 逼話種別蟹更、待合時間乃間合

し下さいJと曾った時から時聞を計ります。一度。
I通話種別の費更、待合時間共の他市外通話に聞して

通話は他の通話の請求がない場合の件、三通話〈九 l
分間〉凶へて通話するととが出刺ぜん。 Iの時比乎働式では「市外蜘」番へ、酬が
但し他の申込が普通々話のみのときは四通話目から lは三数字rt04J香乞呼んでお申出下さい。

ーι

s 

司

‘ 

'j 
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電
話
の
料
金

金料の話電回、ゐ
a、

相手方がお話中叉はお出にたらたいとき〈イ)
科金の匡別其の他

相手方が室番、捜横取外、蛮信専用、通話停〈ロ)

止等の属接続の出来ぬとき
料金の区別

局の過失で相手番読を間違へたとき{ハ)加入者の納める料金中〈イ}は通話をしてもしたく℃

も
又は話中の加入者へったいだときも沿納めにたらたければたり ません。〈ロ)の科金は

電話に故障があって通話が出来ぬ左き(=) 布内通話をする毎に。〈ハ〉は市外通話をした時に課

市外通話の属規則に依て切られたとき

料金の日割計算

〈ホ〉

四十五部

三十三国

十六園

せられる料金であります。

i思濁加入

料.:1交同級制00(:、絞)
連接加入

本{イ〉基

私設電話期の中訟で電話が開通し叉は慢械の増設.
館市内通話一度数毎に料教〈ロ)度

棋の接続、長距種電話装置をし、普通加入直域外へ
(区域外加入者は外に三銭づ)
‘隊創事事金u壊せられます

移縛したとき等は共の日から増加した丈の料金に封.. 
して日割計算になります。日割計算の方法は開通の

市外通話をすo度毎に別に定めら(ハ)市外通話料

白から其の期の格りまでの日裁に料金の年額を「カ
れた料金〈巻末多照}

~J て一年の目敏三百六十五日で「ヲルJ と料金が釜本料は電話に加入して居る聞は電話機を一時取外

出ます。例へば四月十自に乙説卓上電話償をー箇増してあっても共の料金は債牧されます。

• 骸設しますと

22l11x82. 円
ニ官ニ，!!_= 4.940 

共同線加入者度設科会算

手働式局所属共同線加入者の通話tL到する度数料は

卸ち第一期分の附加使用料日割は四圃九十四倍であ緩め相手方と連署して料金合算承諾書をさ旨出しにな

bます。れば合同計算をいたしをす6

設備康止、掲載請求取消
自働式局所属。共同繰加入者の通話Il:劃する度甑料

増設機械の撤去、鹿止、長距離通話装置の腹止等を

する場合は賞該期保町巨引に開

腹の諦求をなさらむと、機械や装置は撤慶されて居

は.叩乙を通じて計算してありまずから、相手方と

連署して強め度数料納付責任者届〈第五十二説書式〉

を御出しにたらないと、度数料金は甲乙に平分して

諜せられますから御注意を願ひます。

、

℃も攻期分の料金は金額納めなければたりません3

他人名義掲龍、重複掲載慶止の場合も、

|毎年三月十六日|までに取泊請求がないと、械

料金不徴牧

" 
2郎氏掲寂した〈ても、ヨたの年度分の料金は金額納付

ヨたの様念場合は通話が出来ぬのですから料金はとり

ません。
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4 
電話補修費は横様を破損亡失のとき其の部分(ハ〉しなければたりま・ぜん。

の修繕又は掛償金です。C.f>，項tc就ては失項〈五〉の「電話番続縛掲載及代表電
話
の
料
金

， 電話番説簿掲載料は、電話番競簿に下記の.s(....) 番披の取扱」と巻末にある「請求書を御提出になる加

義や場所の蝿載方を御請求のとき.掲載種別に従入者各位へ」の部を参照下さいJ

って毎年四月十日迄にお納めになるのです。

国 (:r-=~:)十他人名謝晶載
期納の金科 ， {向上重複掲載ハー箇所六回場)電話の使用料等

国(摂aF説草色勺

Ci諮祭器め

.・.，、重複掲載

甲種増設
使用者名義掲載

さたの料金は現金で郵便局へ納めるの電話料金の内、

(寵羽鵬首唱)

国八十で必テ納付期限の七日位前に「納入告知書」を還付

致します。
国使用箇所名鮒晶載

{イ)基本料、附加使用料.度数料、は一期間邸ち三

電話通話料は首局電話加入者相互の通話以外〈ホ〉
筒月分を合算して四月、七月、十月、一月の末

の通話料金で、例へば麹町に住んで居る電話の日が納付期限です。度数料は御使用にたった後

J買たい人を呼出して通話をする時の呼出料や、横tc三筒月分先を計算しますが、基本科は電話を

潰とか水戸とかへ話をする市外通話料や、市外御使用にたってもたらなくても一期間宛前納し

通話申込の取泊料等で共の月の分を合計して通怠ければたりませぬ。叉附加使用料も増設機按

話をした翌月の二十日迄に納めるのです。類の撤去、底止、長距緩毘話装置の鹿止等の御請

、上犯の純金は宮E局から納入告知書を視鎗架綾場所を肩求のたい聞は基本料と同様です。基本料、附加

書にして1Ia入者に宛て郵aし、其の金銀をお知らせ致使用料.度数料の直切期間は下記の通りです。

します。納入食知書は納入期日ょ，凡そ七日前itに重E

皇室致しますから、高-~の期日になっても、属かなけ

，日)2051
れば軍事金課i青山36-7(淑)l>>tへお縄合せ下さい。

‘ Fぽ)55'

四月一日より六月三十日まで

七月一日より丸月三十日まで

第ー期は

第二期は

十月一日より十二月三十一日まで第三期は

機事成架役毎所主加入者の住所主絹還する場合、納入資一月一日より三月三十J 日まで第四期は

知奮を加入者の住所に宛て重量迭を希望される肉は諌め電話繰接額料は普通加入直域外へ電話を接置〈ロ〉

F 符合課へ寄iIiでltの旨をお車問下さい。
するとき、或は普通加入直域外で電話機を移陣す

料金滞納、遇話停止、加入除名るときに限り、関係、電話鵠路百十米迄毎に十八回

電話使用料、附加使用料及市外通話料等を告知書に
宛を納めるもので、謂はぽ普通加入直域外の架設

指定してある期日までに会納めにたらぬときは其の
費と云った様主主性質の料金です。此の料金を会納

d 
滞納期間中止むを得歩通話を停止致します。めにたってから工事をするととにたって居ります

通話停止。鹿分を受けて三十日を経過したとき叉は

共の停止度数がー年聞に三岡以上になったときは、

から、早〈沿納めにたれば夫れだけ早〈かかる需

です。
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五筒月間{誤債牧の料金叉は電話
使附料」虫附1m使用料ロ加入から除名されるととがあります。

の
十

品
川
大

納
り
金
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飼
円
ロ
H
目
H

取扱請求
の日より
六十日間

組話It:関する誤徴牧料金

前納3話券を被呼手f'1t:受
4・せきりし:場合ρ前納通
話料

使用期間経過の前納通話
料

使用したる前納通話雰0
過剰金

除名された方は除名の日から一年を経過せぬ中は営令、
局の加入者にたるととが出来ませぬ。

料金還付請求の期間

~ 

，、

大値下記の通です、詳細は電話規則第七十僚を御覧

六十日間

下さい。

(加入登記料番野待掲載料
機械移梓料
電話紘接韻料

イ

た

電話番競簿掲載及代表番競の取扱玉、

有料掲載の請求及取清無料掲載請求

他人の電話を借りて使用して居られる方は四月一日下記，~Uの如き掲載請求は全部無料であります。

叉は十月一日までに名義人から他人名義掲載請求書都読に股業名を加味して掲載を希望せらるる{イ}

(番畿簿末尾.議第三十四銭望書式〉を出す様に治取運びにもの。

たらぬと自分の名義では番鏡簿に掲載されませぬ。
去
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掲載するの〉類を請求されると氏名でも栴競でも電

稽披及氏名の掲載を希望せらる LもD

詩司苦手

〈ロ)

話番競が判明すると云ふ利便があります。其の掲載
債-末

を御希望。加入者は四月一日又は十月一日までに諦回演岡島清吉

求書〈第三十五..弐〉を御提出下さい。建て他人名義 E・回中貞吉

又は重視掲載請求のしてある方で翌年度番銃簿κ掲

載の必要のたほっ闘は|僻三月十六日iまで
下記の如〈氏名が通俗の麓音に依らぢるもの叉は通
、

讃困維のものも間還を防ぞ震に掲載請求書をた差出

に共の取滑請求書を営局加入謀へ提出にならねと番下さる様甑びます。

競簿には掲載された〈ても、戎年度合の料金を徴枚

代表番競の取扱筒求

されます。

タの部

jJの部
f危‘鰻雷名F電炉

カの部15J£(ZS湾首
ト(~島‘IIIH・tい
の部iと噌 (7タ3か
....l<トミヒサ)t司明
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種
4

鴨
刊
誌
同
会
香
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ニ加入以上の加入間却を有し且私設電話叉は甲種増 i代表番披を呼んで接績を請求されると、共の内話中

電|設蜘にして城崎してある場合は代表番韓|吋い番説明されますカ弘通話約及電話 ゆ
報I . I 
託|耳元援の請求を訟すととが出来ます。 I交換作業上の手数、時聞が大いに省かれます。代表 ， 
Zきl代表番競の取扱方を骨請求になれば、下詑の様に最!署捜IC依る加入者は.市外通話呼出等の請求をなさ

先願位の番量置のみを電話番説簿tと見易い様に蓮った|るにも.名刺庚台等に番競を印刷されるにも、必歩

形式と活字て登載されます。但自働局電話番号抵は下 i代表番競のみを表示する様にして下さい。

の如〈纏て十筒宛一連と1x.り「ー」より始去りてrOJI自働式加入者は機械設備の闘係で記載例にもある通
s 

K絡るものであります。例へば 31容より連績して I!J短距般とは別々に長距離代表番置を定められると

十加入の代表番競の場合には 31番に始まT39.30 Iとになって居ります，従って自働式局の記載例で申

と配列せられてありをして 39.40とはなって居らぬ lせば市内通話及び普通の市外通話E域と通話する場

・のであります、叉話番より五加入の代表番撲の場 l合は京橋1101容で四加入の電話中、話中でないもの

合には 36番に始まり 39.30となるのでるります。 II'C.ったがりますが、長距犠通話の場合は京橋1103:番

31 32 33 34 35 :16 37 38 39 30 

21 22 23 24 25 26 27 28 29 却 l以下二加入だけより使用出来ませA-o

41 42 ~β44 必 46 47 48 49 40 

( .A.代表番視の掲哉

l何山何太郎…渦1刷85・E∞O(~

I B. 普通の掲載
手働式局(

I ，I!lU¥6JII85-1 000 

l釘附太郎H ・H ・-・・※jH刷35-1001
I 1 .幽1135-1002
・ ¥ s副総5・1003

.A.代表呑践の掲載

何山何太郎※(国zz:::;!ω}
自働式局 B. 普通の掲載

』

2

3

4

向

u
w
n
v
n
u
n
u

お
回
目
州
国

指

摘

織

橋

世

相

官

相

官

吊

世

相

E

E

 

，aEEEE
，司‘
aa--z

、

出
荷郎太釘山釘

六、電

代表番肢の取扱を受ける加入者の電話で、代表番挽

請求以外の電話番披は勿論番抵簿に掲載されます。

「代表呑視の取扱~請求された連鎖呑挽の電話は.

‘ 
成ペ〈異動させない様にしτ下さい」止むを得歩之

を動かすとさは終Pのものから異動して下さい。

異動した電話の番読は費更されるととがあります。

注 意

)> 

自働式で長距権代表呑披の取扱方を申請なさるとき

は.必歩一連懐中の最後より順衣御申請下さい。

報 託 d 設さ

電話加入者が共の電話で電報を出したり又は受げた iて、其の取扱を受ける事が出来ます、詳細は巻末の
りしようと.f.ふときは、像め.i京中央電信局へ届出!電話に依る電報託活費受心得に就て御覧下さい。
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圃電話局の沿革大要

我が闘に電話交換業務の始めて開始せられをした

のは、明治二十三年十二月拾六日でありまして、

東京横蹟南市聞の通話事務をも取扱ったのであり

ます、此の賞時IC於ては未だ文明o~j凝としての

電話の効用が一般に理解されて居1Lかった第、営

局者は宣俸動誘大t乞努めまし党が、東京11:於ては

僅に百七十北名の加入者を得たるに過ぎたかった

のであります。従って共の従事員も僅に十数名で

21 

要 覧 <>

の延長は二拾禽星に達し東京からは三千七百十七

局との聞の通話が出来る様になって居り tす。

又昨年七月拾五日よ Pは内地、朝釘=問。連絡通話

が完成され、釜山、京竣.馬山、太郎.大問、仁

川.元山..1f1壊の加入者も通話が出来ます。偽最

近闘際電話が開始される聾定でありましで.其の

開始の暁には満洲、米圏、肱洲、瓜些&の聞の通

話が出来.その通話直域は世界的tr:損張ぜられる

わけザあります。

ありまして之を今日の盛況に比較するときは虞に l・ 嘗局に於ける電話料金牧入献況並明治二拾三年以

隔tltの感ありと云ふべきでせう。共の後、数次の l 来の電話料金及電話績張。献況は下記の湿りであ

損張及制度の聾更を経まして、現在に於ては下詑 i ります。

の分局教と従事員並加入者数とを有するに至りま I(1 )料 金

した。又電話交換方式の如きも最初は磁石式であ l 昭和八年度の電話牧入(現金〉は下配の通りであ

りましたが之を共電式に改め更に震災後新築の局 l ります。

には自働交換方式を採用するととになりをして、

京締局が大正十五年一月二十日第一番に自働式に

tJ.りま Lたが.是れが混信省が電話局tr:自働式を

採用した始めであPます。叉-Jj東京近郊局聞に

は卸脳盈話訟が質施せられ雨地聞の通路は殆んど

市内通話と同様になり ました。

更に近〈準即時通話も横潰との間を初め大東京の

新市域内十数局聞に賓施される猿定であ t'tす。

市外電話同線は全国で約九千同績でbTましてそ

一一 0一一0-0一一

(2) 各局別現蹴

基 ヨド 料

度 教 料

附加使 m科

市外通話料

公衆電話料

電話線接続料

加入者負婚設備費

電話番干蹴締掲載料

其 他

計

円

4750.824，5∞ 
823.'1，91広範O

1076，479.350 

5邸8，128.330

回5.640，950

161.1舗，α)()

1955，9お，0叩

140，226，0∞ 
却，珂3，41印

23，103，87ω却

周 名|方式別 院設竿月日 I牧(昭容和加9入.3者.10舷f1 傭 場，

itt 花 言手 '防
2明9.治11.11 6，727 現在手'陣式なるt最近自働弐に.JI!の.定.

下 谷 自 働 36. 4. 29 7，218 磁石式ランプ式と Lて開娩せるも震災に重量ひ
大混]5，3， 18，自鋤式&して復奮

芝 阿 42. 6. 20 3，176 尖電式なlJLも昭手112，7，3 ""働式に慶更

】臨 椅 同 43.12.11 7，018 共司E弐なりしも大iE15，1， 25 tJ働玉立にIB!



n 

一・b
共電式な'しも大正15.1.20ft働弐に鍵更制

凶

鮒

44， 12. 11 
大正
4. 10. 31 

働自B庁本

大正16.3.20自働弐&して復醤関関関神

? 

新編分周〈明治 31，10，20開始、磁石弐)を
大正 8，12， 16銀座主改調書〈共電式〉昭利 6，
6，28 B鋤式tc!l夏
昭和2， 1， 17 ft働式に袋J!
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事F町分周(明治 23，7， 16開始、磁石式〉を
旋しそめ加入者を四谷分周に~容せ 11.
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(4) 明治二十三年度以降東京に於ける電話揖張。
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